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イラスト・熊谷博大氏

忍野八海鳥味づげは世界の

宇宙の人工雪　宇笛を飛ぶ米ス
ペースシャトル内で1983年9月、

高さ約10夢ンの銅製の装置を零下15

度に冷やした。無重量状態で水蒸
気を出しファンを回すと、直径約
0．3㍉などの結晶が現れた。東
京理科大教授の解析で、六方対称
の緒品田が確認された。
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自
分
た
ち
が
得
を
し
た
事
件
の

こ
と
を
奮
こ
う
。

5
月
の
終
わ
り
か
ら
6
月
に

か
け
て
、
南
ア
ル
プ
ス
南
部
、

蕨
ノ
段
か
ら
荒
川
三
山
、
赤
石

岳
を
縦
走
し
た
と
き
の
話
だ
。

そ
の
年
は
冬
か
ら
賽
の
降
雪
が

山
　
キ

雪
チ

ー
　
　
ヽ
く
－
　
」
／
　
（
、
∴
∴
∴
〇
・
し
　
ノ
　
’
方
▼
－
ト
バ
訓
一
一
一
一
は

し
な
が
ら
、
そ
の
夜
の
パ
ー
テ

ィ
ー
は
勝
芋
粥
飲
み
食
い
し
、

全
員
が
上
機
嫌
で
寝
に
就
い

た。
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る
の
程
。

∵
（
し
ら
は
排
撃

篠
原
博
幸
さ
ん
（
潜
水
加
工
場
勤

務
）
　
明
野
町
浅
尾
1
0
5
6
。
2
6

巳
0
0
轟
通
夜
2
8
日
午
後
6
時
、

告
別
式
2
9
日
午
後
2
時
、
須
玉
町
著

神
子
の
イ
ズ
モ
フ
ェ
ネ
ラ
ル
ホ
ー

ル
。
喪
主
は
妻
で
日
水
製
薬
勤
務
千

賀
子
さ
ん
。

申
込
清
子
さ
ん
　
長
塚
3
2
5
の

工
。
2
6
日
。
8
6
輩
通
夜
2
8
日
午
後

6
時
、
告
別
式
2
9
日
午
後
1
時
鮒

分
、
電
池
の
セ
レ
オ
ホ
ー
ル
甲
斐
。

喪
主
は
長
男
で
元
甲
府
地
方
検
察
庁

勤
務
重
雄
さ
ん
。

賀

回

国

三
井
み
さ
お
さ
ん
．
下
今
諏
訪
5

富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
で
構
成
資
産
の
忍
野
八
海
。
1
9

8
3
年
、
八
海
の
水
を
草
笛
に
運
び
、
雪
を
つ
く
る
実
験
が
行

わ
れ
た
。
水
を
く
ん
だ
N
E
C
の
元
技
師
が
今
月
2
4
日
、
八
海

の
歴
史
を
伝
承
す
る
忍
野
村
の
東
円
寺
に
住
職
を
訪
ね
、
文
化

道
産
と
し
て
の
課
題
を
語
り
合
っ
た
。

宇
宙
実
験
参
画
話
題

乏
し
い
歴
史
上
の
説
明

東
田
寺
を
訪
れ
た
の
は
麟
蔀

田
四
男
さ
ん
（
6
5
）
。
8
2
年
7
月

に
忍
野
八
海
の
湧
池
の
水
を
く

み
、
米
プ
ロ
リ
ヌ
州
の
ケ
ネ
デ

ィ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
運
ん
だ
。

朝
日
新
聞
社
の
企
画
で
N
E
C

が
設
計
し
た
人
工
雪
実
験
装
置

に
こ
の
水
を
注
入
。
8
3
年
9

月
、
宇
宙
を
飛
ぶ
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
内

で
「
宇
宙
の
初
雪
」
が
撮
影
さ

れ
た
。
六
方
対
称
の
結
晶
面
が

確
認
さ
れ
た
。

東
田
専
任
職
の
鷹
野
慈
誠
さ

ん
（
6
9
）
と
面
会
し
た
上
富
田
さ

ん
は
「
富
士
山
の
水
は
、
長
い

年
月
を
か
け
て
濾
過
さ
れ
る
か

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
の
人
工
雪
実
験

で
、
ウ
サ
ギ
の
毛
の
間
を
漂
う
直
径

〇
・
3
㍉
の
結
晶
（
中
央
下
）

ら
腐
ら
ず
、
世
界
も
注
目
す
る

と
考
え
た
。
日
本
の
原
風
景
が

あ
る
忍
野
の
水
を
選
ん
だ
」
と

当
時
を
振
り
返
っ
て
話
し
た
。

忍
野
八
海
は
1
8
4
0
年

代
、
富
士
講
の
巡
礼
池
と
し
て

整
備
さ
れ
た
。
東
円
寺
に
残
る

版
木
の
絵
図
は
、
八
溝
が
北
斗

七
星
の
形
に
配
置
さ
れ
た
と
記

す『
鷹
野
さ
ん
は
一
昨
年
9
月
、

世
界
文
化
遺
産
の
韻
盃
に
来
た

イ
コ
モ
ス
（
国
際
寵
念
物
遺
嚇

会
議
）
の
専
門
家
た
ち
に
「
北

斗
七
星
の
形
の
池
か
ら
く
ん
だ

水
が
宇
宙
で
雪
の
鰭
晶
に
な
っ

空
と
説
明
し
た
と
い
う
。

鷹
野
さ
ん
は
「
イ
コ
モ
ス
の

調
査
員
は
『
ワ
ン
ダ
フ
ル
』
と

言
っ
た
。
こ
れ
で
八
海
は
文
化
、

①
湧
池
の
古
い
写
真
を
見
な
が
ら
語
り
合
う
上
富
田
四
男
さ
ん
（
左
）
と
焼
野
慈
誠
さ
ん
＝
忍
野
村

の
東
田
寺
①
宇
宙
で
雪
に
な
る
水
を
く
ん
だ
湧
池
の
ほ
と
り
に
立
つ
上
富
田
四
男
さ
ん
＝
忍
野
村

遺
産
の
構
成
資
産
に
な
る
と
思

っ
た
」
。
上
富
田
さ
ん
は
「
私

は
湧
池
へ
導
か
れ
た
ん
で
し
ょ

う
。
お
役
に
立
っ
た
こ
と
が
感

慨
深
い
」
と
話
し
た
。

東
田
寺
の
絵
図
に
は
、
湧
池

前
に
小
屋
の
絵
と
霧
」
の

文
字
が
あ
る
。
水
行
・
誤
ぎ
で

身
を
潜
め
だ
と
み
ら
れ
て
い

る
。
イ
コ
モ
ス
は
「
巡
礼
者
は

富
士
登
山
の
た
め
、
八
つ
の
池

を
巡
り
湘
滋
で
身
を
清
め
た
」

と
評
価
。
2
0
1
6
隼
2
月
が

提
出
期
限
の
保
全
状
況
報
告
書

で
は
「
構
成
資
産
と
雷
土
山
と

の
つ
な
が
り
」
を
明
確
化
す
る

よ
う
求
め
る
。

し
か
し
、
湧
池
周
辺
に
、
富

士
登
山
前
の
諜
ぎ
の
た
め
に
整

備
さ
れ
た
と
い
う
説
明
は
な

い
。
ほ
か
の
池
も
歴
史
の
説
明

が
乏
し
い
。
上
富
田
さ
ん
は

「
人
が
作
っ
た
文
化
遺
産
と
い

う
表
現
も
な
く
、
自
然
遺
産
と

区
別
で
き
な
い
」
と
指
摘
し

た。

◇
　
　
　
◇

山
梨
大
の
大
山
勲
教
授
と
柳

雅
聡
さ
ん
は
昨
秋
、
観
光
客
8

0
0
人
に
忍
野
八
海
に
つ
い

て
の
期
待
、
観
光
後
の
評
価

を
聞
い
た
。
観
光
前
に
「
歴

史
・
文
化
を
学
べ
る
」
と
期
待

し
た
人
は
5
1
％
だ
っ
た
が
、

観
光
後
に
「
満
足
・
や
や
満

足
」
と
答
え
た
人
は
1
9
％
と
落

ち
込
ん
だ
。
ま
た
、
富
士
山

信
仰
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ

る
」
と
期
待
し
た
人
は
5
0
％
い

た
が
、
観
光
後
の
評
価
は
「
満

足
・
や
や
満
足
」
が
3
5
％
だ
っ

た。

一
方
、
「
水
辺
の
景
観
が
美

し
い
」
と
期
待
し
た
人
は
′
9
0
％

で
、
観
光
後
に
「
満
足
・
や
や

満
足
」
と
8
8
％
が
回
答
し
た
。

名
水
の
地
と
し
て
は
好
評
だ

が
、
文
化
遺
産
へ
の
理
解
や
共

感
が
低
い
状
態
だ
。

村
教
育
委
員
会
は
有
識
者
ら

に
よ
る
忍
野
村
富
士
信
仰
繭
査

専
門
委
員
会
を
つ
く
っ
た
が
、

成
果
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な

い。
た
だ
、
小
・
中
学
校
教
育
は

動
き
出
し
た
。
鷹
野
さ
ん
原
案

・
監
修
の
本
「
忍
野
八
温
も
の

が
た
り
」
が
忍
野
小
学
校
の
授

業
の
教
材
に
な
っ
た
。
忍
野
中

学
の
2
年
生
は
6
月
の
授
業
で

「
八
海
で
富
士
登
山
の
誤
善
が

行
わ
れ
た
」
と
歴
史
を
学
び
、

7
月
2
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
に
同
行
し
八
海
を
歩

∵
「
八
海
に
は
信
仰
の
証
拠
が

残
っ
て
い
る
。
現
代
に
は
水
が

誌
宙
に
行
っ
た
。
こ
の
歴
史
を

次
の
世
代
へ
伝
え
た
い
」
と
鷹

野
さ
ん
は
語
る
。

（村野英一）

受
賞
ワ
イ
ン
細
種

試
飲
会
に
ど
う
ぞ

来
月
5
日
か
ら
申
し
込
み

国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の

受
賞
ワ
イ
ン
、
約
3
0
0
種
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
「
公
開

テ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
　
（
8
月
5
0

目
、
甲
府
富
士
塵
ホ
テ
ル
）
の

参
加
申
し
込
み
が
7
月
5
日
か

ら
始
ま
る
。
4
5
0
人
限
定

で
、
参
加
料
4
千
円
。
チ
ケ
ッ

ト
販
売
サ
イ
ト
「
e
＋
（
イ
ー

プ
ラ
ス
）
」
で
同
日
午
前
1
0
時

か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け
る
。

・
・
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
ま
t
p
‥
＼
＼
W

享
．
p
志
嶋
．
y
a
B
a
n
a
S
E
．
j

曳
き
i
n
①
＼
）
に
申
し
込
み
方

法
の
案
内
が
あ
る
。
往
復
は
が

き
に
よ
る
申
し
込
み
は
一
昨
年

で
終
わ
っ
た
。
2
0
歳
未
満
や
当

日
、
車
を
運
転
す
る
人
は
入
場

で
き
な
い
。

国
産
ブ
ド
ウ
1
0
0
％
で
つ

く
ら
れ
た
ワ
イ
ン
の
出
来
栄
え

を
評
価
す
る
今
年
の
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
は
7
月
空
2
5
両

日
、
甲
府
市
内
で
あ
り
、
金
、

銀
、
銅
の
受
賞
ワ
イ
ン
が
決
ま

る。


